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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
22
日

に
上
程
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

16
議
案
）
は
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委

員
会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、
３
月

16
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
新
年
度

予
算
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
３
月
23
日
の

本
会
議
に
お
い
て
予
算
決
算
常
任

委
員
会
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
公
営
企
業
会
計
予
算
は
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
度
一
般
会
計
予
算
３
１

２
億
４
７
５
８
万
５
千
円
を
含
む

全
16
会
計
、
４
７
８
億
３
４
０
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比増減率
一般会計 312億4,759万円 ▲6.3％

特
別
会
計

住宅資金 284万円 ＋3.8％
歯科診療所 2,266万円 ▲9.1％
休日診療センター 1,250万円 ＋0.7％
国民健康保険 39億789万円 ＋0.8％
国民健康保険（直診勘定） 7,633万円 ▲2.1％
後期高齢者医療 6億8,198万円 ＋0.1％
介護保険 62億9,314万円 ▲0.4％
介護保険サービス事業 5,840万円 ＋1.8％
農業集落排水事業 3億8,396万円 ＋0.7％
浄化槽整備事業 2億2,397万円 ▲6.3％
宅地造成事業 199万円 ＋0.1％
比和財産区 282万円 ▲55.8％

企業
会計

水道事業 20億2,235万円 ▲0.5％
下水道事業 14億2,336万円 ▲7.9％
病院事業 14億7,226万円 ▲8.6％

※金額は万円未満を四捨五入しています。

令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
を
可
決

定例会

公債費
44億8,300万円
（14.3

公債費
44億8,300万円
（14.3％）

総務費
36億953万円
（11.6

総務費
36億953万円
（11.6％）

災害復旧費
29億3,493万円
（9.4

災害復旧費
29億3,493万円
（9.4％） 衛生費

25億7,046万円
（8.2

衛生費
25億7,046万円
（8.2％）

農林水産業費
24億9,532万円
（8.0

農林水産業費
24億9,532万円
（8.0％）

教育費
25億6,752万円
（8.2

教育費
25億6,752万円
（8.2％）

消防費
10億8,317万円
（3.5

消防費
10億8,317万円
（3.5％）

諸支出金など
5億7,135万円
（1.8

諸支出金など
5億7,135万円
（1.8％）

商工費
6億8,984万円（2.2

商工費
6億8,984万円（2.2％）

議会費
2億1,032万円（0.7

議会費
2億1,032万円（0.7％）

土木費
25億4,547万円
（8.1

土木費
25億4,547万円
（8.1％）

民生費
74億8,669万円
（24.0

民生費
74億8,669万円
（24.0％）

市税
36億8,574万円
（11.8

市税
36億8,574万円
（11.8％）

地方交付税
140億7,058万円
（45.0

地方交付税
140億7,058万円
（45.0％）

国・県支出金
66億9,655万円
（21.4

国・県支出金
66億9,655万円
（21.4％）

市債
29億6,326万円
（9.5

市債
29億6,326万円
（9.5％）

譲与税など
16億340万円
（5.1

譲与税など
16億340万円
（5.1％）

諸収入など
22億2,807万円
（7.1

諸収入など
22億2,807万円
（7.1％）

歳 入
312億4,759万円
（前年比▲20億9,580万円）

歳 出

（前年比▲20億9,580万円）
312億4,759万円

一般会計・特別会計・公営企業会計の予算概要

一般会計予算の構成

３月
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問　

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
の

歯
止
め
策
等
に
つ
い
て
明
確
な
ル

ー
ル
を
示
す
べ
き
。
ま
た
、
間
接

出
資
の
出
資
前
に
議
会
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

国
の
指
針
が
市
の
方
針
と
一

致
し
て
い
る
た
め
、
国
の
指
針
に

基
づ
い
て
運
用
し
て
い
る
。

問　

予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
要

求
と
査
定
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

部
門
別
包
括
予
算
制
度
を
導

入
し
、
各
課
に
お
い
て
事
業
の
優

先
順
位
を
定
め
て
、
主
体
的
に
予

算
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ベ
ー

ス
に
、
財
政
課
に
よ
る
一
括
査
定

も
併
用
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
。

問　

基
金
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
、

ま
た
、
基
金
を
ど
の
よ
う
に
有
効

活
用
し
て
い
る
の
か
。

答　

最
も
確
実
な
運
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
半
年
な
い
し
は

一
年
の
定
期
預
金
で
運
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
果
実
運
用
で
利
息
を
各
事
業

に
充
当
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

各
基
金
の
設
置
目
的
に
即
し
た
運

用
を
図
る
よ
う
徹
底
し
た
い
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
、
需
要
の
変
動
に
よ
る
利

用
者
の
減
少
等
、
リ
ス
ク
に
関
す

る
責
任
分
担
の
基
準
を
明
確
に
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

指
定
の
期
間
が
終
了
し
、
次

期
の
指
定
管
理
料
を
算
定
す
る
際

に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ
り
算

定
基
礎
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
の
期
間
内
は
指
定
管
理
料
を

変
更
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

問　

平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
、

制
定
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

戦
争
や
被
爆
に
関
す
る
文
献

や
記
録
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

著
作
権
者
か
ら
承
諾
が
得
ら
れ
た

も
の
か
ら
順
番
に
、
記
録
の
電
子

化
を
始
め
て
い
き
た
い
。

問　

小
中
学
校
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

全
て
の
施
設
で
完
全
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
難
し
い
が
、
最
低

限
の
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
は
整
備

し
て
い
る
。
身
体
に
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
が
入
学
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
は
、
事
前
に
身
体
の
状
態

を
確
認
し
、
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
。

問　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
肝
と
な
る
ア
プ

リ
開
発
の
動
き
は
あ
る
の
か
。

答　

本
市
の
利
用
者
数
で
は
、
ア

プ
リ
の
使
用
料
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
費
用
な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
既
存
の
ア
プ

リ
を
使
用
し
た
。
都
市
部
の
ア
プ

リ
は
中
山
間
地
域
で
は
使
い
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ア
プ
リ
が
い

い
の
か
、
電
話
で
の
や
り
と
り
が

い
い
の
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
は

ご
遺
族
が
高
齢
と
な
り
、
将
来
の

あ
り
方
を
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

確
か
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
遺
族
会
も
後
継
者
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
は
現
状
の
と
お

り
継
続
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
将
来

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

収
入
の
面
で
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
10
床
を
設
け
た
現
在
、

５
，
５
０
０
万
円
の
収
入
の
増
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
あ
る

限
り
は
継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

問　

職
員
人
件
費
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
の
超
過
勤
務
対
応

や
職
員
配
分
に
つ
い
て
新
年
度
で

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

職
員
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
班
を
設
置
し
、
５
名
の
兼
務
で

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
接
種
体
制

も
各
支
所
に
お
い
て
集
団
接
種
で

あ
れ
ば
各
支
所
の
職
員
も
対
応
し

て
い
る
。
制
度
が
随
時
変
わ
る
の

で
制
度
に
対
応
す
る
事
務
で
時
間

外
勤
務
手
当
が
発
生
し
て
い
る
が
、

十
分
に
対
応
し
て
い
る
。

問　

水
道
事
業
の
県
内
統
合
に
デ

メ
リ
ッ
ト
等
は
あ
る
の
か
。

答　

企
業
団
と
な
っ
た
場
合
の
県

内
各
地
域
の
要
望
の
取
り
上
げ
方

等
の
不
明
点
は
あ
る
。
た
だ
し
、

統
合
後
10
年
間
は
現
在
の
各
市
の

運
営
形
態
が
維
持
さ
れ
る
。

問　

市
道
西
浦
線
（
通
称　

文
芸

の
小
路
）
の
整
備
内
容
と
効
果
は
。

答　

美
装
化
と
あ
わ
せ
て
３
ｍ
か

ら
４
ｍ
に
拡
幅
し
て
車
道
と
す
る

計
画
で
あ
る
。
拡
幅
す
る
こ
と
で
、

周
辺
の
土
地
利
用
の
活
性
化
が
見

込
ま
れ
る
。

問　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
設
立

は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答　

「
帰
ろ
う
や
倶
楽
部
」
と
「
ふ

る
さ
と
応
援
団
」
の
再
編
を
行
う
。

新
た
に
設
立
す
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

は
市
民
も
会
員
と
な
り
、
市
内
外

の
方
の
交
流
、
個
人
的
な
つ
な
が

り
な
ど
か
ら
、
新
た
な
定
住
施
策

に
つ
な
が
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

比
婆
牛
素
牛
の
増
頭
は
、
食

肉
は
増
え
て
い
る
が
、
子
牛
価
格

の
上
昇
に
は
寄
与
し
て
い
る
の
か
。

答　

比
婆
牛
の
肉
を
増
や
す
と
い

っ
た
目
標
が
１
番
に
あ
る
。
子
牛

に
つ
い
て
は
、
繁
殖
農
家
と
違

い
、
酪
農
家
で
は
産
ま
れ
た
子
牛

を
市
場
に
出
す
段
階
ま
で
育
て
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
得

て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
市
の

施
策
に
活
用
し
な
い
の
か
。

答　

定
例
会
議
に
お
い
て
デ
ー
タ

集
計
に
よ
る
消
費
傾
向
等
の
情
報

提
供
は
あ
る
が
、
施
策
に
活
用
す

る
に
は
不
足
し
て
い
る
。
今
後
の

活
用
を
協
議
会
と
い
っ
し
ょ
に
検

討
し
た
い
。

問　

市
役
所
の
将
来
的
な
職
員
配

置
は
ど
う
い
っ
た
考
え
で
行
っ
て

い
く
の
か
。

答　

職
員
が
減
少
し
て
い
る
状
況

だ
が
、
本
市
の
適
正
な
職
員
数
を

一
つ
の
目
安
と
し
て
、
定
員
適
正

化
計
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
復
旧
の
影
響
に
よ
っ
て
、

通
常
の
道
路
改
修
が
順
調
に
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

着
工
待
ち
の
路
線
は
26
路
線

あ
り
、
西
城
と
東
城
以
外
の
地
域

で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

総
務
分
科
会

教
育
民
生
分
科
会

企
画
建
設
分
科
会

分
科
会
で
の

主
な
質
疑
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審
査
経
過

　

２
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て

市
長
の
施
政
方
針
演
説
と
と
も
に

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か

12
の
特
別
会
計
予
算
、
３
つ
の
公

営
企
業
会
計
予
算
の
上
程
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

各
会
計
予
算
案
は
、
本
委
員
会

に
付
託
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
な

り
、
２
月
24
日
か
ら
28
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
、
各
常
任
委
員

会
の
所
管
事
務
区
分
ご
と
に
設
置

し
た
３
つ
の
分
科
会
に
お
い
て
審

査
を
行
っ
た
。

　

分
科
会
審
査
の
後
、
３
月
16
日

に
本
委
員
会
を
開
催
し
、
主
査
報

告
・
質
疑
・
採
決
を
行
っ
た
。

　　

総
務
分
科
会
で
は
、
「
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
「
基
金
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
」「
指
定
管
理
料
の
積
算
」「
第

三
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
４
項
目
を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
出
資
の
歯
止
め
策
等
の
ル

ー
ル
を
つ
く
り
、
間
接
出
資
を
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
を
整

え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
指
定

管
理
料
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
市

と
指
定
管
理
者
と
の
リ
ス
ク
分
担

や
、
一
般
管
理
費
比
率
に
関
す
る

基
準
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、
「
生

活
交
通
路
線
の
確
保
」
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
」

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

設
置
」
「
買
物
弱
者
対
策
支
援
事

業
」
「
学
校
教
育
活
動
の
充
実
」

の
５
項
目
を
重
点
的
に
審
査
さ

れ
、
人
生
の
様
々
な
場
面
を
行
政

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を

最
大
限
支
援
す
る
た
め
の
予
算
を

審
査
し
た
こ
と
、
ま
た
、
限
ら
れ

た
予
算
で
は
あ
る
が
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
と
い

う
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
則
っ
た

予
算
執
行
を
切
望
す
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、
「
人

口
減
少
対
策
戦
略
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

事
業
」
「
和
牛
振
興
対
策　

比
婆

牛
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
」
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
支
援
事
業
」

「
庄
原
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業
」
の

４
項
目
を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
助
言
等
を
受
け

る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
、
権
限

と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
あ
る
形
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
職
員
の

適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
長
期
的

な
指
針
を
持
っ
て
組
織
の
見
直
し

を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

主
査
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
質

疑
で
は
、

・�

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
18
歳

ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て

・�

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
国
県
補
助
金
ま
た
は
市
単
独
に

よ
る
補
助
金
の
内
訳
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
っ
た
。

　　

令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
案
の

全
16
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

そ
の
内
訳
と
し
て
、

・�

議
案
第
59
号　

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

・�

議
案
第
60
号　

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
直
診
勘
定
）
予
算

・�

議
案
第
61
号　

後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

・�

議
案
第
62
号　

介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

の
４
議
案
が
賛
成
多
数
、
残
り
の

12
議
案
が
賛
成
全
員
と
い
っ
た
状

況
で
あ
っ
た
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
て
２
年
が
経
過
し
、
未

だ
に
収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
発
生
当
初
の
よ
う
な

混
乱
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

様
式
を
見
直
し
な
が
ら
の
市
民
生

活
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界

的
な
状
況
で
言
う
と
、
ロ
シ
ア
の

軍
事
行
動
に
よ
る
情
勢
不
安
、
そ

し
て
、
そ
れ
に
伴
う
資
源
や
穀
物

価
格
の
高
騰
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
急
激
な
変

化
は
、
本
市
へ
も
影
響
を
与
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
域
住
民
の

生
活
に
直
結
し
て
い
る
地
方
自
治

体
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
保
障
に
関
わ
る

国
の
政
策
に
つ
い
て
も
、
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
る
契
機
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
を
初
め
と
し
て
、
本

市
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

新
年
度
に
お
い
て
は
、
「
桜
花
の

郷�

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
と

い
っ
た
明
る
い
話
題
も
あ
る
。

　

市
長
に
お
い
て
は
、
施
政
方
針

演
説
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
市

政
へ
の
意
見
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、

暮
ら
し
の
安
心
を
最
優
先
事
項
と

し
て
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

10
年
先
を
見
据
え
た
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
に
向
っ
て
邁
進
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
い
、
予
算
決
算
常
任

委
員
会
委
員
長
報
告
と
す
る
。

審
査
経
過

審
査
内
容

採
決
結
果

審
査
を
終
え
て

（
要
旨
）

委 

員 

長 

報 

告

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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庄
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
庄
原
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
人
事
院
給
与
勧
告
に

伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定

状
況
を
勘
案
し
た
一
般
職
の
職
員

の
期
末
手
当
支
給
割
合
の
改
定
及

び
等
級
別
基
準
職
務
表
に
監
の
職

務
を
追
加
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
人
事
院
給
与
勧
告
に

伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定

状
況
を
勘
案
し
、
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
支
給
割
合
を
改
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と

す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
デ
イ
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
デ
イ
ホ
ー
ム
い
こ
い
の

里
き
た
及
び
庄
原
市
デ
イ
ホ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
の
里
た
か
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
17
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

に
充
て
る
必
要
な
税
収
を
確
保
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

条
例
改
正
に
よ
る
税
額
の
増
減

世
帯
数
に
つ
い
て
、
増
額
と
な
る

世
帯
層
に
つ
い
て
、
均
等
割
が
上

が
る
こ
と
に
よ
る
低
所
得
者
層
へ

の
負
担
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ

た
。

�
▽
原
案
可
決

庄
原
市
農
村
集
会
施
設
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

庄
原
市
新
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
等
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も

の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
農
村
広
場
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
小
鳥
原
農
村
公
園
を
廃

止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

一
般
廃
棄
物
の
排
出
に
使
用
す

る
指
定
袋
に
つ
い
て
、
可
燃
物
（
衣

類
を
含
む
）
及
び
不
燃
物
（
有
害

ご
み
を
含
む
）
に
新
た
な
容
量
の

指
定
袋
を
追
加
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　

庄
原
市
集
会
所
設
置
及
び
管
理

条
例
に
規
定
す
る
公
の
施
設
を
廃

止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
条
例
の

廃
止
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
立
敷
信
み
の
り
保
育
所

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
敷
信
村
農
吉

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
庄
原
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
高
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
本
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

主
な
議
案

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
16
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号
～
34
号

令
和
４
年
３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
30
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
87
件
、
発
議
２
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。



6しょうばら市議会だより　2022 . 5

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
本
村
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
峰
田
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
峰
田
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
敷
信
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

敷
信
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
東
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
東
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
山
内
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
山
内
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
北
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
北
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

西
城
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
比
和
自
治
振
興
区

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
庄
原
北
公
園

【
指
定
団
体
】

　

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
民
会
館

【
指
定
団
体
】

　
�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
庄
原
市

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
西
城
共
同
作
業
場

【
指
定
団
体
】

　

大
富
農
機
具
施
設
管
理
組
合

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
西
城
創
造
の
村

【
指
定
団
体
】

　

西
城
創
造
の
村

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
ほ
た
る
見
公
園

【
指
定
団
体
】

　

大
月
自
治
会

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
口
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

�

庄
原
市
口
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

　

ー
管
理
組
合

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
口
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

口
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー
合
同
会
社

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
た
か
の
温
泉
神
之
瀬
の
湯

【
指
定
団
体
】

　

�

社
会
福
祉
法
人
庄
原
市
社
会
福

祉
協
議
会

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
副
市
長
の
選
任
に
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

本
町　
　
　

大お
お

原は
ら　

直ま
さ

樹き　

氏

�

▽
同
意

庄
原
市
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

山
内
町　
　

星ほ
し

野の　

正ま
さ

嗣し　

氏

�

▽
同
意

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

西
城
町　
　

捻ね
じ

金か
ね　

宏ひ
ろ

昭あ
き　

氏

�

▽
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

西
城
町　
　

今い
ま

田だ　

容よ
う

子こ　

氏

高
野
町　
　

山や
ま

野の

邉べ

和か
ず

信の
ぶ　

氏

川
手
町　
　

田た
な

邊べ　

規の
り

成あ
き　

氏

七
塚
町　
　

金か
ね

井い

千ち

恵え

美み　

氏

口
和
町　
　

新し
ん

宅た
く　

道み
ち

和か
ず　

氏

総
領
町　
　

澤さ
わ　
　

一い
ち

枝え　

氏

�

▽
同
意

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

　

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
強
く
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
政
府
に
対
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
在
留
邦
人
の
安
全
確

保
に
全
力
を
尽
く
し
、
平
和
的
解

決
に
向
け
た
外
交
努
力
を
行
う
よ

う
強
く
求
め
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再

稼
働
に
反
対
す
る
決
議

　

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の

再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の

確
保
や
避
難
計
画
の
実
効
性
に
関

す
る
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
住

民
の
命
と
安
全
の
保
証
が
な
い
ま

ま
に
、
原
子
力
発
電
所
を
再
稼
働

す
る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
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ロシア連邦によるウクライナ侵攻に抗議する決議の審議におい
て討論がありました。

２番　松本みのり 議員

６番　坪田　朋人 議員

ロシア連邦によるウクライナ侵攻に抗議する決議

　ロシア連邦によるウクライナへの侵攻は、国際社会の平和と安全を著しく損なうも
のであり、国際秩序の根幹を揺るがす暴挙である。
　本市は、非核平和都市宣言を制定し、核兵器廃絶と恒久平和の実現を目指してい
る。また、世界最初の被爆県の都市の市民として、誰ひとりとして平和な日常を脅か
されることのない社会の実現に努めることを決意し、平和推進条例のもとに平和行政
に取り組んでいる。
　力を背景として一方的に現状を変更しようとする軍事侵攻は、国連憲章の重大な違
反であり、特に、核による威嚇を繰り返していることは、断じて容認できるものでは
ない。
　ここに本市議会は、ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議するとと
もに、直ちに攻撃を停止し、完全撤退するよう求めるものである。
　政府においては、ウクライナ在留邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、国際社
会と緊密に連携し、平和的解決に向けた外交努力を行うよう強く要請する。

　いかなる問題も武力で解決されることはあってはならないし、これ以上、ウクライナ、
ロシアどちらの人々の命も暮らしも奪われたり脅かされたりするべきではないと考えてい
る。
　ロシアによる軍事侵攻は、一刻も早く止めなければならないが、そのためにはロシアだ
けを悪者として断罪するのではなく、ウクライナ政府に対しても、ロシアを刺激するよう
なＥＵ加盟申請などについて、自制を求める必要があると考える。
　複雑な紛争の当事者どちらか一方の側に立つのではなく、どちらにも自制とお互いの尊
重を求めることこそが、この戦争を終わらせるために必要だと述べ、反対の討論とする。

　この決議はロシアの侵攻に対して強く抗議し、直ちに攻撃を停止し、完全撤退するよう
求めるものである。まずは撤退をしないと話し合いにならない。日本政府に対しても、国
際社会と緊密に連携し、平和的解決に向けた外交努力を行うよう要請するもので、一方的
に抗議するだけの内容ではない。非核平和都市宣言を制定した都市として、意思表明をす
べきと考え、賛成の討論とする。

反対討論

賛成討論

発議第１号
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島根原子力発電所２号機の再稼働に反対する決議の審議におい
て討論がありました。

10番　五島　　誠 議員

13番　林　　高正 議員

９番　谷口　隆明 議員

16番　福山　権二 議員

島根原子力発電所２号機の再稼働に反対する決議
　昨年９月、原子力規制委員会は島根原子力発電所２号機が新規制基準に適合してい
ることを示す審査書を決定した。
　今年２月、松江市は再稼働の可否に関する事前了解権に基づき、再稼働同意を表明
した。同じく事前了解権を持つ島根県も、県議会や周辺自治体の意見を聞いた上で、
再稼働の可否について判断する見込みである。
　原子力規制委員会は、原子炉等の設計を審査するための新規制基準は原子力施設の
設置や運転等の可否を判断するためのものであり、これを満たすことによって絶対的
な安全性が確保できるわけではないとしている。また、広島県と島根県が締結した原
子力災害時等における広域避難に関する協定及び島根県が作成した原子力災害に備え
た島根県広域避難計画において、本市は松江市八雲地区から6,810人の避難者を受け
入れることになっている。この避難計画は、自力での避難が難しい人への支援や、自
然災害で避難経路が使用できない際の対応、避難所での新型コロナウイルス感染症対
策など、実効性に関する課題が山積している。
　島根原子力発電所２号機が再稼働され、重大事故が起きれば、その被害は計り知れ
ないものとなる。何よりも重視しなければならないのは、住民の命と安全である。そ
の保証がないままに、原子力発電所を再稼働すべきではない。
　よって、本市議会は、島根原子力発電所２号機の再稼働に反対するものである。

　安全性や避難計画に課題があるから再稼
働に反対するのではなく、課題解決に向け
て努力する必要がある。
　現段階で意見を表明するのはあまりにも
短絡的である。脱炭素化への寄与や電力不
足の解消などのメリットも踏まえて、総合
的に議論する必要がある。

　ロシアのウクライナ侵攻により、今後、
エネルギー価格の高騰など経済的な問題が
予想される。原子力発電所は事故を起こす
ものと決めつけるのではなく、新規制基準
に基づき、稼働しながら安全に管理すべき。
　現状を鑑みると原子力発電所の再稼働は
やむなしと考える。

　原発は放射能汚染という最悪な環境破壊
を起こす。事故がなくても使用済核燃料が
増え続け、数万年先まで人類を脅かす。原
発を脱炭素のため、環境のためと推進する
のは無責任である。再生可能エネルギーに
取り組み、安全で持続可能な世界にするの
が最善であり、再稼働は許せない。

　私たちは福島の事故を忘れてはならない。
核を使えば予想外の大事故が起こり得るし、
庄原市民をその被害にさらしてはならな
い。私たち人類は核を十分に管理できない。
　電力が不足するのであれば、風力や水力
などの再生可能エネルギーを使用する方法
を探るべきである。

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

発議第２号
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　　　　一般会計・
特別会計等補正予算

令和３年度一般会計補正予算

事業名【補正額】 補正内容

庄原市一般会計補正予算
（第10号）（専決処分）

住民税非課税世帯等臨時特別
給付事業
【5億2,249万2千円追加】

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する
中、住民税非課税世帯及び家計急変世帯に対して、１
世帯当たり10万円の臨時特別給付金を支給するもの。

庄原市一般会計補正予算
（第12号）

観光交流事業
【202万円追加】

庄原市さとやま体験交流協議会の旅費の減額及び株式
会社サンヒルズ庄原への出資金の増額を計上するもの。

３月
定例会

令和３年度 原案
可決

一般会計補正予算の主な内容

令和３年度特別会計・企業会計補正予算
会計名 補正額 補正後の総額

議案第73号 庄原市住宅資金特別会計補正予算（第1号） 154万6千円追加 428万5千円
議案第74号 庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第1号） 100万円減額 2,392万4千円
議案第75号 庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第1号） 166万円減額 1,074万5千円
議案第76号 庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 1,499万4千円追加 42億3,577万5千円
議案第77号 庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第1号） 1,296万円減額 6,500万8千円
議案第78号 庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 2,324万3千円減額 6億5,923万円
議案第79号 庄原市介護保険特別会計補正予算（第3号） 4,284万円追加 63億9,527万4千円
議案第80号 庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第2号） 138万4千円減額 5,643万6千円
議案第81号 庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第4号） 62万8千円減額 3億8,429万1千円
議案第82号 庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 4,054万8千円減額 1億9,846万6千円
議案第83号 庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 184万3千円減額 14万7千円

議案第84号

庄原市水道事業会計補正予算（第1号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 36万8千円減額 11億2,392万8千円
収益的支出 2,562万2千円減額 10億6,366万6千円
資本的収入 1億385万円減額 4億9,277万1千円
資本的支出 8,044万6千円減額 8億6,304万3千円

議案第85号

庄原市下水道事業会計補正予算（第1号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 4,750万4千円減額 8億8,933万8千円
収益的支出 2,983万6千円減額 8億8,748万2千円
資本的収入 877万2千円減額 6億13万1千円
資本的支出 2,295万円減額 6億547万7千円

議案第86号

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第3号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 3,341万円追加 14億2,748万2千円
収益的支出 784万8千円追加 13億9,352万9千円
資本的収入 6,293万9千円減額 1億3,541万2千円
資本的支出 6,510万5千円減額 1億6,666万4千円

議案第87号 庄原市比和財産区特別会計補正予算（第1号） 352万9千円追加 992万4千円

会計名 補正額 補正後の総額

議案第１号 庄原市一般会計補正予算（第10号）（専決処分） 5億2,249万2千円（追加）

366億6,490万8千円議案第71号 庄原市一般会計補正予算（第11号） 2,007万5千円（追加）

議案第72号 庄原市一般会計補正予算（第12号） 6億3,904万3千円（追加）



10しょうばら市議会だより　2022 . 5

　定例会議決結果令和４年３月

議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

2月22日 議案

1 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度庄原市一般会計補正予算（第10号）） 承 認
12 庄原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
13 庄原市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
14 庄原市病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
15 庄原市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例� 原案可決
16 庄原市デイホーム設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
18 庄原市農村集会施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
19 庄原市農村広場設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
20 庄原市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
21 庄原市福祉集会所設置及び管理条例を廃止する条例 原案可決
22 庄原市老人集会所設置及び管理条例を廃止する条例 原案可決
23 庄原市自治振興会館設置及び管理条例を廃止する条例 原案可決
24 庄原市集会所設置及び管理条例を廃止する条例 原案可決
33 指定管理者の指定について〔口和スポーツセンター〕 原案可決
26 指定管理者の指定について〔口和堆肥センター〕 原案可決
27 指定管理者の指定について〔自治振興センター10施設〕 原案可決
28 指定管理者の指定について〔庄原北公園〕 原案可決
29 指定管理者の指定について〔庄原市民会館〕 原案可決
30 指定管理者の指定について〔西城共同作業場〕 原案可決
31 指定管理者の指定について〔西城創造の村〕 原案可決
32 指定管理者の指定について〔ほたる見公園〕 原案可決
34 指定管理者の指定について〔たかの温泉神之瀬の湯〕 原案可決
35 財産の無償譲渡について〔馬場瀬地区老人集会所〕 原案可決
36 財産の無償譲渡について〔大屋老人集会所〕 原案可決
37 財産の無償譲渡について〔小鳥原農村公園〕 原案可決
38 財産の無償譲渡について〔帝釈集会所〕 原案可決
39 財産の無償譲渡について〔金田集会所〕 原案可決
40 財産の無償譲渡について〔黒目自治振興会館〕 原案可決
41 財産の無償譲渡について〔亀谷自治振興会館〕 原案可決
42 財産の無償譲渡について〔五領自治振興会館〕 原案可決
43 財産の無償譲渡について〔上市自治振興会館〕 原案可決
44 財産の無償譲渡について〔木屋自治振興会館〕 原案可決
45 財産の無償譲渡について〔下領家自治振興会館〕 原案可決
46 財産の無償譲渡について〔稲草西自治振興会館〕 原案可決
47 財産の無償譲渡について〔上領家集会所〕 原案可決
48 財産の無償譲渡について〔馬場竹之花集会所〕 原案可決
49 市道路線の認定について 原案可決
50 市道路線の変更について 原案可決
53 損害賠償の額を定めることについて 原案可決
54 損害賠償の額を定めることについて 原案可決
71 令和３年度庄原市一般会計補正予算（第11号） 原案可決

3月23日 議案

73 令和３年度庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号） 原案可決
74 令和３年度庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第１号） 原案可決
75 令和３年度庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第１号） 原案可決
76 令和３年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
77 令和３年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）原案可決
78 令和３年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
79 令和３年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
80 令和３年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
81 令和３年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

■賛成全員のもの
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3月23日 議案

82 令和３年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
83 令和３年度庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
84 令和３年度庄原市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
85 令和３年度庄原市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
86 令和３年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号） 原案可決
87 令和３年度庄原市比和財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決
51 庄原市過疎地域持続的発展計画の一部変更について 原案可決
52 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決
55 令和４年度庄原市一般会計予算 原案可決
56 令和４年度庄原市住宅資金特別会計予算 原案可決
57 令和４年度庄原市歯科診療所特別会計予算 原案可決
58 令和４年度庄原市休日診療センター特別会計予算 原案可決
60 令和４年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）予算 原案可決
63 令和４年度庄原市介護保険サービス事業特別会計予算 原案可決
64 令和４年度庄原市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
65 令和４年度庄原市浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決
66 令和４年度庄原市宅地造成事業特別会計予算 原案可決
67 令和４年度庄原市水道事業会計予算 原案可決
68 令和４年度庄原市下水道事業会計予算 原案可決
69 令和４年度庄原市国民健康保険病院事業会計予算 原案可決
70 令和４年度庄原市比和財産区特別会計予算 原案可決
2 庄原市副市長の選任に同意を求めることについて 同 意
3 庄原市監査委員の選任に同意を求めることについて 同 意
4 庄原市教育委員会委員の任命の同意について 同 意
5 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意
6 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意
7 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意
8 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意
9 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意
10 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同 意

■賛否の分かれたもの

議
決
日

種
　
類
番 
号 事　　件　　名

議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

前
田
　
智
永

松
本
み
の
り

吉
川
　
遂
也

藤
原
　
洋
二

政
野
　
　
太

坪
田
　
朋
人

近
藤
　
久
子

藤
木
百
合
子

谷
口
　
隆
明

五
島
　
　
誠

國
利
　
知
史

徳
永
　
泰
臣

林
　
　
高
正

坂
本
　
義
明

堀
井
　
秀
昭

福
山
　
権
二

宇
江
田
豊
彦

桂
藤
　
和
夫

横
路
　
政
之

赤
木
　
忠
德

2
月
22
日

議
案

11
庄原市職員の給与に関する条例及び庄原
市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決 18 1 ○ × ○ ○ ○ ○議長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 指定管理者の指定について
〔敷信みのり保育所〕

原案
可決 16 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○議長○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ × × ○ ○ ○

3
月
14
日

発
議1 ロシア連邦によるウクライナ

侵攻に抗議する決議
原案
可決 18 1 ○ × ○ ○ ○ ○議長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
月
16
日

議
案17 庄原市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例
原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○議長× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
月
23
日

議
案

72 令和３年度庄原市一般会計補
正予算（第12号）

原案
可決 18 1 ○ × ○ ○ ○ ○議長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 令和４年度庄原市国民健康保
険特別会計予算

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○議長× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 令和４年度庄原市後期高齢者
医療特別会計予算

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○議長× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 令和４年度庄原市介護保険特
別会計予算

原案
可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○議長× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議2 島根原子力発電所２号機の再

稼働に反対する決議
原案
可決 11 8 ○ ○ × ○ × ○議長○ ○ × × ○ × × × ○ ○ ○ × ○

� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　議長…議長職（通常は採決に加わらない）　　棄…棄権　　除…除斥
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ここが聞きたい！

一般質問

一般質問

　一般質問の期間中、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から密集を避けるため、
一部の議員は別室において中継映像を視聴しました。

３月定例会では、５会派が代表質問、７名が個人質問を行いました。

　
　
　

❶
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
庁
内
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
活
用
を
統
括
す
る
部
署
を

設
置
し
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
、
全

庁
的
な
業
務
改
善
を
進
め
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
庁
内
Ｄ
Ｘ
を
い
か
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
市
域
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ
る
暮
ら
し
の
質

の
向
上
を
い
か
に
進
め
て
い
く
の
か
所

見
を
伺
う
。

　

❷
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
運
行
を
本
格
化
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
効
果
的
・
効
率
的
な
生
活
交
通

の
充
実
、
交
通
網
の
再
構
築
、
さ
ら
に

は
脱
炭
素
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
の
取
り
組
み
、
そ
の
後
の
本
格
運
用

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

❶
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に

向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
で

は
、官
民
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
の
活
用
が
重
要
で

あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
よ
る
専
門
人
材
の
確
保
に

対
し
て
は
、
国
に
よ
る
財
政
措
置
等
支

援
策
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
独

自
で
の
人
材
確
保
や
育
成
に
苦
慮
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
島

県
は
市
町
と
連
携
し
「
県
・
市
町
情
報

人
材
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
専
門
人

材
の
共
有
や
育
成
の
方
針
の
検
討
等
を

開
始
し
て
お
り
、
こ
の
動
き
を
踏
ま
え

た
人
材
活
用
等
に
加
え
、
行
政
や
市
民

生
活
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
推
進

に
つ
い
て
、
統
括
部
署
を
置
く
企
画
課

を
中
心
に
庁
内
横
断
的
な
調
整
を
図
り
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

❷
本
市
で
は
、「
東
城
地
域
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
実
証
運
行
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り

東
城
地
域
の
２
つ
の
地
区
を
対
象
に
Ａ

Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
予
約
制
バ
ス
と
予

約
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。

　

現
在
、
交
通
事
業
者
や
地
元
関
係
者

と
と
も
に
評
価
・
検
証
を
行
っ
て
お
り
、

成
果
と
し
て
は
、
予
約
に
よ
り
、
１
便

あ
た
り
の
利
用
者
数
の
増
加
や
走
行
距

離
の
短
縮
な
ど
運
行
の
効
率
化
が
図
ら

れ
た
一
方
で
、
新
た
な
課
題
も
確
認
し

て
お
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
か
つ

持
続
可
能
な
事
業
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
行
う
。

令
和
４
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

問答

五
ご

島
しま

　　誠
まこと

�議員

会派代表質問
会派 地域政党きずな

庄原議員団

会派代表質問
の動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

❶
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
新
た
な
事
業

に
つ
な
げ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　

❷
絆
が
実
感
で
き
る
自
治
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
施
策
を
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
、
即
時
的
な
効
果
を
目
指
す
な

ら
、
地
域
が
、
自
ら
解
決
す
べ
き
課
題

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
積

極
的
施
策
展
開
を
も
と
に
、
自
治
振
興

区
を
中
心
と
し
た
﹁
自
治
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
﹂
の
中
心
的
課
題
と
し
て
、
移

住
定
住
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

❶
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
、
と

り
わ
け
、
優
先
す
べ
き
施
策
と
し
て
、

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
に
お
い
て
、
地

域
産
業
の
振
興
や
産
科
の
再
開
、
こ
ど

も
未
来
広
場
の
整
備
、
超
高
速
情
報
通

信
網
の
整
備
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置

な
ど
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
の

施
策
を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
移
住

定
住
施
策
を
利
用
し
た
転
入
者
は
大
き

く
増
加
し
、
一
定
の
効
果
は
表
れ
て
い

る
も
の
の
、
自
然
減
の
影
響
が
大
き

く
、
依
然
と
し
て
、
大
変
厳
し
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
令
和
３

年
６
月
に
人
口
減
少
対
策
戦
略
本
部
を

設
置
し
、
８
月
か
ら
は
、
人
口
減
少
対

策
戦
略
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
設
置
し
、

新
年
度
予
算
に
お
い
て
５
つ
の
新
規
事

業
を
提
案
し
て
い
る
。

　

❷
移
住
定
住
の
推
進
に
は
、
地
域
の

受
入
れ
体
制
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
振

興
区
を
中
心
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
移
住
定
住
を
担
う
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
配
置
に
要
す
る
交
付
金
や
定

住
促
進
活
動
補
助
金
な
ど
に
よ
り
自
治

振
興
区
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
確
保
支
援
で
は
、
空
き

家
活
用
及
び
新
築
・
購
入
等
を
行
っ
た

転
入
定
住
者
に
対
し
、
定
住
促
進
奨
励

金
を
交
付
し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て

も
、
自
治
振
興
区
と
連
携
し
た
移
住
定

住
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
０
２
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

問答

　
　
　

❶
森
林
環
境
譲
与
税
を
利
用
し

た
政
策
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

❷
林
業
従
事
者
育
成
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
本
市
で
は
、「
22
世
紀
の
庄

原
の
森も

林り

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、「
環
境
」「
経
営
」「
人
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
進
め
る
政
策
を
掲

げ
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た

施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
環
境
」
の
分
野
で
は
、
対

象
と
な
る
約
２
万
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

人
工
林
の
う
ち
、
４
千
７
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
所
有
者
へ
意
向
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
順
次
、

集
積
作
業
を
行
い
、
間
伐
等
の
施
業
に

着
手
し
て
い
く
。

　

次
に
、「
経
営
」
の
分
野
で
は
、
庄

原
産
材
の
活
用
・
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

「
人
」
の
分
野
で
は
、
林
業
の
担
い

手
を
育
む
た
め
、
森
林
体
験
交
流
施
設

を
拠
点
に
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
森

林
体
験
を
開
始
し
た
。

　

な
お
、
新
年
度
か
ら
は
、
高
校
生
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
林
業
学
校
へ
の
就
学
費
用
に

対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
、
人
材
育

成
と
後
継
者
の
確
保
を
強
化
す
る
。

　

❷
昨
年
度
、
子
ど
も
た
ち
の
森
林
・

林
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
林
業
へ
の
挑

戦
に
つ
な
げ
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
森

林
体
験
交
流
施
設
を
整
備
し
、
市
内
７

校
の
小
中
学
校
か
ら
児
童
生
徒
１
８
３

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
市
外
の
小
中
学
生

な
ど
を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
予
定
し
て
お
り
、
本
市
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
、
本
市
に

移
住
し
、
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
、

き
っ
か
け
の
場
を
創
出
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
森
林
体
験
交
流
施
設
を
拠
点

と
し
て
、
林
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
や
技
能
を
習
得
す
る
研
修
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
市
内
の
林
業
事
業
者
へ
就

職
を
希
望
す
る
方
が
、
林
業
学
校
へ
就

学
す
る
た
め
の
費
用
に
対
し
て
、
補
助

制
度
を
創
設
す
る
。

庄
原
市
に
お
け
る

�

林
業
政
策
に
つ
い
て

問答

坂
さか

本
もと

　義
よし

明
あき

�議員

宇
う

江
え

田
だ

　豊
とよ

彦
ひこ

�議員

会派代表質問
会派 結

会派代表質問
会派 市民の会

会派代表質問
の動画は� ▶
こちらから

会派代表質問
の動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

施
政
方
針
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
活
用
の
た
め
の
担
当
部
署

を
設
置
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
、
全
庁

的
な
業
務
改
善
を
積
極
的
に
進
め
る
と

し
た
。
Ｄ
Ｘ
化
推
進
を
計
画
的
に
実
行

す
る
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に

よ
る
庄
原
市
独
自
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

国
は
、
昨
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
基
本
法
を
施
行
し
、

新
た
に
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
勢
を
背
景
に
策
定
し
た

「
第
２
期
庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
」

で
は
、
超
高
速
情
報
通
信
網
の
活
用
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る

市
民
・
事
業
者
の
利
便
性
向
上
及
び
地

域
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
日
々
の
業
務
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

事
務
作
業
の
効
率
化
と
人
的
資
源
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
効
果
的
な
投
入
を
進

め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
及
び
地
域
産

業
の
活
性
化
に
資
す
る
施
策
を
実
施
し

て
い
く
。

　
　
　

令
和
４
年
度
の
予
算
案
で
は
庄

原
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
及
び
立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
す
る
と
あ
る
。
都
市
機
能
の
向
上
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
両

計
画
の
め
ざ
す
将
来
像
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

令
和
４
年
度
に
改
定
す
る
庄
原

市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
、
さ
ら
に
は
新
た
に
策
定
す
る
立
地

適
正
化
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
最
も
重
要
な
計
画
で
あ
り
、

10
年
後
、
20
年
後
の
庄
原
市
の
将
来
像

を
描
き
な
が
ら
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
対
策
や
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
庄
原
市
を
実

現
す
る
た
め
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
目
指
し
、
両
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

市
民
に
見
え
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
の

推
進
を

問答

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

�

及
び
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

問答

　
　
　

市
の
予
算
に
占
め
る
人
件
費
比

率
な
ど
か
ら
見
て
、
予
算
規
模

・
事
業
規
模
に
対
し
て
、
職
員
数
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
職
員
が
生
き

生
き
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
が
一

番
だ
と
痛
感
す
る
が
、
市
長
の
現
状
認

識
を
伺
う
。

　
　
　

災
害
復
旧
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
加
え
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年

度
、
組
織
機
構
・
人
員
体
制
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
退
職
者
数
を
見
込
み

な
が
ら
、
必
要
な
人
員
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
衛
生
に
関
す
る
組
織

的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　

❶
水
路
や
畔
が
あ
っ
て
も
、
２

０
２
２
年
か
ら
５
年
間
水
張
り

が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
対
象
外

　

❷
多
年
生
牧
草
は
、
毎
年
播
種
し
な

い
と
反
当
３
・
５
万
円
か
ら
１
万
円
に

減
額

　

❸
飼
料
用
米
の
複
数
年
契
約
へ
の
支

援
金
反
当
１
・
２
万
円
の
廃
止
な
ど
、

政
府
の
減
反
政
策
に
協
力
し
て
き
た
農

家
に
対
す
る
一
方
的
な
交
付
金
の
カ
ッ

ト
は
、
国
に
見
直
す
よ
う
求
め
る
べ
き

で
は
。

　
　
　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

は
、
毎
年
度
、
事
業
内
容
等
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
の
見
直
し
に
よ
り
減
額
と
な
る
取
り

組
み
が
あ
る
一
方
で
、新
た
な
支
援
や
、

拡
充
さ
れ
る
取
り
組
み
も
あ
る
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
間
水

張
り
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
交
付
対

象
と
し
な
い
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

現
場
の
課
題
を
検
証
し
つ
つ
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

埋
設
除
草
剤
（
２
・
４
・
５
Ｔ
系
）
の

確
実
な
撤
去
を

２
０
２
２
年
度
予
算
と

�

そ
の
執
行
に
つ
い
て

問答

水
田
活
用
交
付
金
事
業
の

�

見
直
し
に
つ
い
て

問答

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

�議員

政
まさ

野
の

　　太
ふとし

�議員

会派代表質問
会派 日本共産党

会派代表質問
会派 里山みらい会議

会派代表質問
の動画は� ▶
こちらから

会派代表質問
の動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

登
下
校
中
の
交
通
事
故
に
よ
り
、

児
童
生
徒
に
死
傷
者
が
出
る
と

い
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
が
全
国
で
頻
発

し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
重
大
な
事
故
が

発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
な
通
学

路
が
、
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

早
急
に
改
善
し
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
、
県
や
市

の
道
路
管
理
者
、
警
察
署
、
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
組
織
す
る
庄
原
市
通
学
路
安
全

推
進
会
議
を
設
置
し
、
通
学
路
の
点
検

活
動
を
も
と
に
、
危
険
箇
所
や
改
善
の

必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
を
選
定
し
、
計
画

的
に
整
備
す
る
「
庄
原
市
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
安
全
対

策
の
実
施
状
況
や
効
果
の
確
認
を
行
い
、

３
年
ご
と
に
改
定
し
な
が
ら
、
持
続
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
道
路
改
良
を
は
じ
め
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
横
断
歩
道
の
設
置
、
通
学
路

の
変
更
な
ど
、
推
進
会
議
を
設
置
し
た

平
成
27
年
度
以
降
、
改
善
し
た
箇
所
は

55
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
交
通
安
全
運
動
の
強
化
や
街

頭
指
導
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
改
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

関
係
者
に
よ
る
合
同
点
検
を
行
っ
た
結

果
、
45
箇
所
を
危
険
箇
所
と
選
定
し
て

お
り
、
こ
の
う
ち
６
箇
所
の
整
備
は
年

度
内
に
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

残
る
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

注
意
喚
起
の
た
め
の
看
板
設
置
や
カ
ラ

ー
舗
装
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
着
手
し

て
い
く
。

　

し
か
し
、
歩
道
の
整
備
な
ど
、
道
路

改
良
を
伴
う
場
合
は
、
道
路
管
理
者
が

計
画
に
基
づ
き
施
工
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
早
期
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
関
係

機
関
へ
要
望
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問答

　
　
　

❶
コ
ロ
ナ
禍
及
び
コ
ロ
ナ
収
束

後
を
見
据
え
た
、
今
後
の
移
住

対
策
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

❷
本
市
の
移
住
対
策
に
お
け
る
、
子

育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
内
閣
府
が
令
和
３
年
に
実
施

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識

・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、

令
和
元
年
調
査
時
と
比
較
し
、
東
京
圏

在
住
の
全
年
齢
で
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
地
方
移
住
に
関
心

が
あ
る
人
の
う
ち
、
移
住
に
あ
た
っ
て

の
懸
念
は
「
仕
事
や
収
入
」
が
約
５
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
自

然
豊
か
な
環
境
や
超
高
速
情
報
通
信
網

と
い
っ
た
強
み
を
活
か
し
、
現
在
整
備

中
の
新
た
な
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
を
活
用

し
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

な
ど
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
の
ほ
か
、

広
島
県
と
連
携
し
オ
ン
ラ
イ
ン
等
に
よ

る
定
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、
積
極

的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
移
住
定
住
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❷
本
市
で
は
、
総
合
的
に
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
お
い
て
は
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
出
産
・
育

児
に
関
す
る
相
談
支
援
や
電
子
母
子
手

帳
「
母
子
モ
」
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
、

総
合
的
な
相
談
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
ほ
か
、
出
産
祝
金
を
支
給
し
、
育

児
に
対
す
る
経
済
的
な
支
援
も
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科
医

療
の
維
持
継
続
へ
の
支
援
な
ど
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

　

乳
幼
児
期
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

で
は
、病
児
病
後
児
保
育
室
の
整
備
や
、

市
独
自
と
し
て
保
育
料
の
う
ち
第
２
子

半
額
、
第
３
子
以
降
を
無
償
化
し
、
併

せ
て
副
食
費
の
無
償
化
も
実
施
し
て
い

る
。

　

学
童
期
に
お
け
る
放
課
後
児
童
の
見

守
り
支
援
で
は
各
小
学
校
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
施
設
整
備
を
進
め
る
よ
う
計
画

す
る
な
ど
、
出
産
か
ら
子
育
て
期
に
お

け
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
安
心
を
実
感
で
き
る
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る

�

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問答

國
くに

利
とし

　知
とも

史
ふみ

�議員

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

�議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

職
員
の
業
務
多
忙
化
が
常
態
化

し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
合
併
後
進
め
て

き
た
定
員
適
正
化
計
画
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

平
成
17
年
の
合
併
以
降
、
定
員

適
正
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
２
期
に
わ
た
る
「
庄
原

市
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
適

切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め

の
組
織
体
制
の
構
築
を
原
則
に
実
施
し

て
き
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、「
適
正
化

計
画
」に
掲
げ
た
目
標
を
達
成
し
た
が
、

近
年
の
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
行
政
需

要
は
、
本
市
に
お
い
て
も
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
加
え
、

複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
頻
発

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
更
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
、
こ
れ

ま
で
経
験
の
な
い
危
機
管
理
事
案
へ
の

対
処
な
ど
、
年
々
高
度
化
す
る
と
と
も

に
、
業
務
量
も
増
大
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の

定
員
管
理
に
お
い
て
は
、
増
大
す
る
行

政
需
要
へ
も
適
切
に
対
応
可
能
と
な
る

職
員
数
の
確
保
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
省

力
化
に
も
注
力
し
、
効
率
的
・
効
果
的

に
業
務
を
遂
行
す
る
体
制
を
引
き
続
き

整
え
て
い
く
。

定
員
適
正
化
に
つ
い
て

問答

　
　
　

❶
島
根
県
で
は
、
原
子
力
災
害

時
に
お
け
る
広
域
避
難
計
画
の

整
備
を
前
提
に
、
原
発
再
稼
働
容
認
に

向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
島
根
原

子
力
発
電
所
で
の
重
大
事
故
の
際
、
本

市
で
も
松
江
市
八
雲
地
区
か
ら
６
７
０

０
人
余
り
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
予

定
だ
が
、
受
け
入
れ
計
画
と
体
制
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

❷
本
市
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
か

ら
の
距
離
が
、
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら

１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
入
る
地

域
で
あ
り
、
重
大
事
故
発
生
時
に
は
、

屋
内
避
難
や
エ
リ
ア
外
へ
の
避
難
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
避
難
に

関
し
て
の
計
画
や
考
え
は
あ
る
の
か
伺

う
。

　
　
　

❶
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
は
じ

め
、
避
難
所
等
の
開
設
・
運
営

の
詳
細
を
定
め
た
、
本
市
の
「
原
子
力

災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
係
る
避

難
経
由
所
・
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
し
、
受
入
計
画
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、
松

江
市
が
指
定
し
た
八
雲
地
区
住
民
を
受

け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
避
難
所

23
施
設
と
避
難
経
由
所
２
施
設
を
選
定

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
運
営
等
に

つ
い
て
は
、
危
機
管
理
課
や
予
め
指
定

し
た
職
員
を
中
心
に
対
応
す
る
体
制
と

し
て
い
る
。

　

❷
本
市
は
島
根
県
境
の
一
部
が
島
根

原
子
力
発
電
所
か
ら
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
と
な
る
が
、
大
半
が
50
か
ら
1
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
圏
内
に
位
置
し
、

国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
定
め
る
、

「
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
」
の
圏

外
と
な
っ
て
お
り
、
法
令
等
に
基
づ
く

避
難
計
画
策
定
の
義
務
付
け
は
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、
原

子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
等
は
策
定

し
て
い
な
い
が
、
50
か
ら
１
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
圏
内
で
あ
っ
て
も
、
島
根

原
発
で
の
重
大
事
故
発
生
時
に
は
、
市

の
地
域
防
災
計
画
を
準
用
す
る
と
と
も

に
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

国
や
広
島
県
等
と
連
携
し
て
正
確
な
情

報
の
収
集
と
提
供
を
行
い
、
必
要
が
生

じ
た
場
合
は
、
屋
内
避
難
や
広
域
避
難

等
の
防
護
措
置
を
実
施
し
て
い
く
。

島
根
原
子
力
発
電
所
で
重
大
事
故

が
起
こ
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

問答

松
まつ

本
もと

　みのり�議員

 林
はやし

　　高
たか

正
まさ

�議員�

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　

❶
人
口
減
少
対
策
戦
略
本
部
を

立
ち
上
げ
て
、
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を

ど
う
認
識
し
、
取
り
組
ま
れ
て
い
く
計

画
が
あ
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　

❷
新
年
度
の
施
政
方
針
に
お
い
て
、

10
年
先
を
見
据
え
た
人
口
減
少
対
策
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
既
存
の
﹁
ふ
る

さ
と
応
援
団
﹂
と
﹁
帰
ろ
う
や
倶
楽
部
﹂

を
再
編
し
た
﹁
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
﹂

を
設
立
す
る
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
交
流
と
何
が

異
な
る
か
、
そ
の
具
体
策
と
効
果
、
目

標
設
定
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

❶
本
市
の
人
口
は
、
死
亡
数
が

出
生
数
を
上
回
る
自
然
減
が
大

き
く
影
響
し
、
依
然
と
し
て
人
口
減
少

が
進
む
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

一
方
で
本
市
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ

ー
ン
者
に
つ
い
て
は
、
第
２
期
長
期
総

合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
を
上
回
る
成
果

と
な
っ
た
。

　

内
閣
府
が
令
和
３
年
に
実
施
し
た
調

査
で
は
、
移
住
に
あ
た
っ
て
の
懸
念
は

「
仕
事
や
収
入
」
が
約
５
割
を
占
め
て

お
り
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
な
ど
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
に

加
え
、
地
元
高
校
生
へ
の
企
業
紹
介
を

実
施
し
て
い
る
。

　

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

　

❷
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
と
「
帰
ろ
う

や
倶
楽
部
」
は
、
市
外
在
住
者
と
の
交

流
推
進
や
帰
郷
の
き
っ
か
け
と
な
る
情

報
提
供
な
ど
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た

も
の
の
、
会
員
へ
の
情
報
が
一
方
通
行

と
な
る
こ
と
や
会
員
同
士
の
交
流
を
図

る
仕
組
み
で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
新
た
に

立
ち
上
げ
る
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、

会
員
同
士
の
交
流
や
双
方
向
で
の
情
報

発
信
が
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
と
と
も

に
、
官
民
連
携
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
立
ち
上
げ
、
会
員
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る
施
策
を
検
討
し
、

実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
。

本
市
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
転
入
促
進
に
つ
い
て

問答

　
　
　

感
染
症
の
発
症
や
災
害
等
の
非

常
時
、
病
気
等
で
や
む
を
得
ず

登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
や

広
島
県
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶

や
さ
ず
、
学
び
を
止
め
な
い
こ
と
が
重

要
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
一
人
一
台

整
備
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
各
学
校
で
は
、
家
庭

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
把

握
や
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に

数
日
間
登
校
で
き
な
か
っ
た
児
童
生
徒

に
対
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画
面

を
通
し
た
健
康
観
察
や
面
談
を
行
う
こ

と
、
学
校
で
行
っ
て
い
る
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
配
信
す
る
な
ど
、
状
況
に
応

じ
て
各
家
庭
と
相
談
し
つ
つ
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
進
め

る
上
で
、
接
種
は
年
齢
を
問
わ

ず
任
意
で
あ
る
こ
と
や
、
接
種
の
有
無

で
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
等
は
許
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
保
護
者
が
判
断

す
る
た
め
の
正
し
い
情
報
を
市
長
自
ら

発
信
し
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

こ
の
度
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
、

小
児
に
お
け
る
発
症
予
防
効
果
・
重
症

化
予
防
効
果
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
努
力
義

務
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

保
護
者
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
知
っ
て
い
た
だ

い
た
う
え
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
案
内
す

る
と
と
も
に
、
接
種
の
有
無
に
よ
り
、

差
別
や
い
じ
め
が
な
い
よ
う
呼
び
か
け

も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
に
よ

る
移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

�

環
境
の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て

問答

５
歳
か
ら
11
歳
を
対
象
と
し
た

�

小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問答

前
まえ

田
だ

　智
ち

永
え

�議員

桂
けい

藤
とう

　和
かず

夫
お

�議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

一般質問の
動画は� ▶
こちらから
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ここが聞きたい！

一般質問
　
　
　

庄
原
市
教
育
委
員
会
は
、
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
等
の
就
学
先

の
決
定
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
特
に
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
関
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
就
学

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
教
育
委

員
会
が
、
当
該
児
童
生
徒
の
障
害
の
状

態
、
教
育
上
必
要
な
支
援
の
内
容
、
地

域
に
お
け
る
教
育
の
体
制
整
備
の
状
況

な
ど
を
勘
案
し
て
、
小
中
学
校
、
ま
た

は
特
別
支
援
学
校
の
ど
ち
ら
か
に
就
学

さ
せ
る
判
断
を
行
い
、
決
定
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
就
学
先
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
保
護
者
の
考
え
や
教
育
学
、
医
学
、

心
理
学
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
就

学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者

な
ど
の
意
見
を
聴
き
、
総
合
的
に
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
く

場
と
し
て
、
就
学
指
導
委
員
会
を
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
は
、
医
師
、

特
別
支
援
教
育
や
療
育
、
福
祉
を
専
門

と
す
る
大
学
教
授
や
職
員
、
特
別
支
援

学
校
及
び
小
中
学
校
長
、
保
育
所
長
等

で
あ
る
。

　

小
学
校
就
学
前
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

こ
の
就
学
指
導
委
員
会
に
お
い
て
、
関

係
機
関
か
ら
当
該
児
童
の
実
態
や
保
護

者
の
希
望
な
ど
を
聞
い
た
り
、
医
師
等

の
診
断
書
や
意
見
書
な
ど
か
ら
障
害
の

状
況
を
把
握
し
た
り
し
て
、
様
々
な
観

点
か
ら
就
学
先
と
し
て
適
当
で
あ
る
学

校
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
意
見
が
出
さ

れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
踏
ま
え
、
市
教

育
委
員
会
が
当
該
児
童
の
実
態
、
教
育

内
容
、
さ
ら
に
は
社
会
的
自
立
な
ど
の

視
点
か
ら
就
学
先
を
決
定
す
る
。

　

市
教
育
委
員
会
が
特
別
支
援
学
校
へ

の
就
学
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
そ
の
こ
と
を
県
教
育
委
員
会
へ

通
知
し
、
１
月
31
日
ま
で
に
、
県
教
育

委
員
会
か
ら
当
該
児
童
の
保
護
者
に
対

し
て
、
就
学
す
べ
き
特
別
支
援
学
校
が

通
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
就
学
に
関
す
る

�

制
度
に
つ
い
て

問答

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

�議員

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本市議会では次のとおり対応しています。
ご理解とご協力をお願いいたします。

傍聴時の留意事項
・�発熱や咳等の症状がある、体がだるい等、体調がすぐれない場合は傍聴をご遠慮く
ださい。

・�手洗いや咳エチケットなど、新型コロナウイルスへの感染防止対策にご協力くださ
い。

・�万が一、本会議等の参加者に新型コロナウイルスへの感染が発覚した場合に備え、
傍聴人受付票への記入をお願いします。

　なお、本会議の模様は、YouTubeで配信しています。
　庄原市議会のホームページから、議会中継を選択していただき、　　　�をクリッ
クしてください。

本会議等の傍聴に関するお願い

一般質問の
動画は� ▶
こちらから



19 しょうばら市議会だより　2022 . 5

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議

会
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

６
月
定
例
会
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
設
置
し
、
本
会
議
の
傍
聴
に

来
ら
れ
た
方
に
自
由
回
答
で
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

令和２年12月定例会から令和３年12月定例会までを集計

感
想
か
ら
・
・

☆�

新
人
議
員
が
頑
張
っ
て

一
般
質
問
さ
れ
て
い
た

と
思
う
。
今
後
も
市
民

の
声
を
よ
く
聞
い
て
率

直
な
声
を
し
っ
か
り
市

政
に
反
映
し
て
も
ら
い

た
い
。

☆�

議
会
傍
聴
者
が
も
っ
と

来
場
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
ほ
し

い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
も

継
続
す
る
予
定
で
す
。
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

①毎号読んでいる
②ときどき読んでいる
③読んでいない

回　答 人数

合　計

30
12
1

43

①知っている
②知らない
③無記入

回　答 人数

合　計

24
12
1

37

①知っている
②知らない

回　答

合　計

人数
34
3

37

合　計

■ 以前に庄原市議会の会議をご覧になったことが
　 ありますか。

■ 議会だよりを読んでいますか。

■ 庄原市議会のホームページからアクセスでき
　 る「会議録検索システム」（過去の本会議録を
　 検索できるシステム）」をご存知ですか。

■ 庄原市のホームページから議会の中継及び録
　 画映像を視聴できることをご存知ですか。

・何でご覧になりましたか。

・どのような内容をご覧になりましたか。

①見たことがある
⇒

①見たことがある
75.7%

①毎号
読んでいる

69.8%

②見たことが
ない

24.3% ②ときどき
読んでいる

27.9%

③読んでいない
2.3%

29

2

9

32

5 5

①
議
場
で
の

　傍
聴

②
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

　の
中
継

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　録
画
配
信

35
30
25
20
15
10
5
0

①議場での傍聴
②イントラネットの
　中継
③インターネット録画
　配信

29

2

9

40

回　答 人数

①見たことがある 
②見たことがない 

回　答 人数

合　計

28
9

37

①
一
般
質
問

②
議
案
の
審
議

③
特
定
議
員
の

　発
言

40

30

20

10

0

①一般質問
②議案の審議
③特定議員の発言

合　計

32
5
5

42

回　答 人数
①知っている

64.9%

①知っている
91.9%

②知らない
32.4%

③無記入
2.7%

②知らない
8.1%

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
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「
ふ
わ
り
」「
ゆ
ら
り
」「
ひ
ら
り
」

「
き
ら
り
」
あ
た
た
か
な
風
が
吹
く

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
行
わ
れ

た
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
多

く
の
方
が
し
ょ
う
ば
ら
の
桜
と
グ
ル

メ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
人
々
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
早
二
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
本
市

の
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
も
非
常

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、そ
う
し
た
中
、先
日
は
「
桜

花
の
郷 

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
の
開

業
や
「
鮎
の
里
公
園
」「
高
瀬
の
湯
」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、少
し
前
に
完
成
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
備
北
丘
陵
公
園
の
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
「
湖
畔
ス
テ
イ
ズ

庄
原
」
や
古
民
家
ホ
テ
ル
な
ど
、
庄

原
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
場
所
が
更
に
充
実
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
観
光
ト
レ
ン

ド
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ウ

ト
ド
ア
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ

の
対
応
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」
の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
一
歩

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
地
方
自

治
体
の
一
端
を
担
う
私
達
議
員
も
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
乗
り
越
え

て
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、
笑
顔
が
き
ら
め
く
社
会
へ
さ

ら
に
尽
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ま
ず
は
庄
原
の
初
夏
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。�

（
五
島　

誠
）

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長　

横
路　

政
之

�

副
委
員
長　

赤
木　

忠
德

�

委　
　

員　

林　
　

高
正

�

桂
藤　

和
夫

�

五
島　
　

誠

�

近
藤　

久
子

〔発行〕 庄原市議会　〒727-8501　広島県庄原市中本町一丁目10番1号　☎0824-73-1162　FAX0824-73-1246　〔編集〕 議会広報委員会　〔印刷〕 シンセイアート株式会社

E-mail gikai@city.shobara.lg.jp　　ホームページ　http://www.city.shobara.hiroshima.jp/gikai/index.html

日にち 主な会議名

6月� 8日（水） 本会議
6月24日（金） 本会議【一般質問】
6月27日（月） 本会議【一般質問】
6月28日（火） 本会議【一般質問】
6月30日（木） 本会議

主な日程（予定）６月定例会の ※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（☎0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

２・３・４月

� 7日� 議会運営委員会
� 9日� 議員全員協議会
14日� 議員全員協議会
� � 予算決算常任委員会
� � 総務分科会
� � 教育民生分科会
� � 企画建設分科会
� � 教育民生調査会
15日� 議会運営委員会
22日� 第１回市議会定例会� 初日
� � 予算決算常任委員会
24日� 予算決算常任委員会
� � 総務分科会
� � 教育民生分科会
� � 企画建設分科会

25日� 総務分科会
� � 教育民生分科会
� � 企画建設分科会
28日� 総務分科会
� � 教育民生分科会
� � 企画建設分科会
� � 総務常任委員会

� 3日� 議会運営委員会
� 4日� 教育民生常任委員会
14日� 議会運営委員会
� � 第１回市議会定例会�2日目
15日� 第１回市議会定例会�3日目
16日� 第１回市議会定例会�4日目
� � 予算決算常任委員会

17日� 予算決算常任委員会
23日� 議会運営委員会
� � 第１回市議会定例会�最終日
� � 議員全員協議会
� � 議会広報委員会

� 5日� 議員全員協議会
� 8日� 議員全員協議会
� � 議会運営委員会
12日� 議会運営委員会
� � 第２回市議会臨時会� 初日
22日� 議員全員協議会
25日� 第２回市議会臨時会�最終日
� � 予算決算常任委員会
27日� 議会広報委員会

庄原市議会 中継 検索

　今回の表紙写真は、上野池の満
開の桜と、その下で笑顔あふれる
ご家族の様子です。

《表紙写真の説明》

議会の動き
２�月

３�月

４�月


